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Lower limb muscle mass is associated with insulin resistance more than lower 




















































（研究方法）   
対象  
対象は北海道壮瞥町の住民で 2017年に特定健診を受診した 65歳以上の高齢者 272名
（平均 74.9歳、男性 116名、女性 156名）とした。除外基準は 2型糖尿病者（空腹時血




ンス法（InBody 470; InBody Japan社製）を用いて下肢筋量、上肢筋量、体幹筋量（kg）
を測定した。さらに、下肢と上肢の筋量の合計である四肢筋量も求め、各々の筋量を体
重で補正して体重比（%）を算出した。筋力は、握力と下肢の膝伸展筋力をスメドレー





IR の指標には HOMA-IR を用い、空腹時血糖（mg / dL）×空腹時インスリン（μU/ mL）
/ 405にて算出した。講座既報により、HOMA-IR が 1.73以上の場合を IR ありと定義し、




男女間、および IR と非 IR グループ間における各変数の比較は、対応のない t検定、


















非 IR グループが IR グループよりも有意に高かった。 
女性では体重、BMI、空腹時血糖、空腹時インスリン、HOMA-IR、中性脂肪は、IRグ
ループが非 IR グループよりも有意に高かった。下肢筋量、上肢筋量、四肢筋量、体幹
筋量、握力、膝伸展筋力、HDL-コレステロールは、非 IR グループが IR グループよりも
有意に高かった。 
3．HOMA-IRを従属変数とした重回帰分析の結果 
男性では、下肢筋量（標準偏回帰係数 = -0.191、p = 0.012）、および四肢筋量（標準偏
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Lower limb muscle mass is associated with insulin resistance more than lower limb 
muscle strength in non-diabetic older adults 
（非糖尿病高齢者の下肢筋量は下肢筋力よりもインスリン抵抗性に関連す
る） 
 
結果の要旨 
本研究では、壮瞥町コホート集団の非糖尿病高齢者男女 272名を対象としてインスリン
抵抗性（以下、IR）に関連するサルコペニア要因を下肢の筋量と筋力に着目して検討した。 
サルコペニア関連指標として筋量、筋力、歩行速度を用い、IRの指標には HOMA-IRを
用いた。HOMA-IRが 1.73以上の場合を IRありと定義し、IRの有無を従属変数とした多重
ロジスティック回帰分析を行った。 
下肢筋量は、肥満指数の BMI等の交絡因子で調整した場合でも、男女とも IRと有意に
関連した。一方で上肢筋量や握力、膝伸展筋力と IRとは有意な関連を認めなかった。 
本研究の成果は、地域一般住民高齢者に対して下肢筋量の維持が糖尿病や動脈硬化性疾
患の前段階である IR進展の予防に繋がるという新たな知見であり、博士の学位授与に値
すると審査員全員より評価された。 
 
 
 
 
